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１）競技規則     この要項に定めるもののほか、日本アイスホッケー連盟規則 
             及び国際競技規則による。ただし、アイシングをしたチーム 

の選手交代を、ローカルルールとして認める。 
 
２）競技時間など 
（１）試合時間        練習            ５分 
               第１ピリオド       １５分（ストップタイム） 
               インターバル        ３分 
               第２ピリオド       １５分（ストップタイム） 
               インターバル        ３分 
               第３ピリオド       １５分（ストップタイム） 

（但し、リンク終了時間２分前に試合が終了しない場合その時点で試合終了とする） 
（２）ペナルティータイム 

             マイナー          ２分のストップタイム 
             メジャー          ５分のストップタイム 
             ミスコンダクト      １０分のストップタイム 

 
（３）アイシング規定 
               全日本大会に倣い、ハイブリットアイシングは適用しな

い。 
（４）ペナルティーの補足 
    イ）ボディーチェックの禁止 
      ボディーチェックは、マイナー又はメジャーペナルティーが課せられる。 
    ロ）スラップショットの禁止（ハイスティックを含む） 
      スラップショット（膝より高い位置からパックをたたいた場合は、ゴール 

へのショットであろうとなかろうと、スラップショットの反則をしたものと

みなす。）を行った選手はマイナーペナルティを課せられる。 
    ハ）ファイティングの禁止 
      （a）競技者に闘拳により攻撃（又は煽動）したとみなされた選手にはメジ

ャーペナルティーと自動的なゲームミスコンダクトペナルティーが課

せられる。 
            （b）ファイティングペナルティーを科せられ選手は自動的に懲戒委員会の

判断が下される迄出場停止処分となる。 
    ニ）同一の試合で３回ペナルティーを課せられた選手は、その試合の残り時間を 

退場となる。 
 （５）ホームチームベンチ 
         東伏見リンクは、夜間入口ザンボ口側、江戸川は夜間入口より奥昼間入場口側と

する。 
 
３）ペナルティーの特記事項 

 全てのマッチペナルティーを課せられた選手は無期限出場停止処分とする。 
 

４）義務 
   全て練習・競技中はヘルメットの正規着用が義務付けられる。又、眼鏡着用者は、

全日本大会は顔マスク着用が義務つけられているが、本大会は推奨に留める。将来

は義務付けを検討するものとする。また、眼鏡非着用者についても、顔マスク・バ



イザーの着用を推奨する。また、国際基準のサーティフィケーションシールが貼付

されたヘルメットなどを使用することも併せて推奨する。 
５）道具 

ＧＫ防具等日本アイスホッケー連盟の定めた基準に、則った防具を使用できない明

確な事由がある場合、ローカルルールとして、使用を認めるが、あくまでローカル

ルールであるので、他連盟にその影響力を及ぼすことはない。 
 

６）選手の人数 
（１） ユニフォーム着用は上限を設定しないが、全選手が出場できる様に取り計らうこと

（ベンチウォーマーは、０とすること）、該当チームがあった場合は失格ゲームと

する。 
（２） 試合成立の為の人数は、試合開始までにゴールキーパー不在であっても、選手６人

以上必要、第２ピリオド開始までに GK1 名、プレーヤー８名に満たない場合は、

試合を放棄したものとみなし不戦敗とする。 
 
７）補助規則 
（１）棄権       試合を棄権するチームは試合日の２４時間前までにその理由と

共に連盟とオールドタイマーアドレスにメール連絡すること。 
            試合を棄権するチームは不戦敗（スコアは０対１５）とする。 
（２）当番       当番チームは原則８名以上が試合３０分前に集合し、試合のオ

フィシャルを務める。８名に満たない場合両チームの判断に試合

の成立を委ねる。 
            止むを得ず当番を肩代わりする時は、前項（１）棄権の連絡方

法で行う。又、試合記録の管理、ＴＩＨＦスコア連絡サイトへの

入力を遅滞なく確実且つ速やかに行う。 
（３）罰則       試合及び当番に遅刻、欠席、棄権及び連盟規約違反をした場合

は、罰金から無期限出場停止までの罰則を課す。 
            当番の不足のため、試合が成立しない場合は、新たな試合費とレ

フェリー代を、当番チームが負担する。 
 
８）スーパーバイザー 
           当番チームの責任者はスーパーバイザーとして連盟のオーバーコ

ートを着用しその任に当たる。 
 
９）コロナ対策 
 
(１)同伴者            いかなる場合も、当該試合プレーヤー、監督、オフィシャル、 

レフェリー以外の者の、リンクへの入場は不可とする。 
  
(２)マスクの着用   リンク入場後は、更衣中も含めマスクは必ず着用の事。オンアイ 

ス（ベンチを含む）時のみ、着用を免除することができる。 
 
 (３)レフェリー    レフェリー、ラインズマンとも、マスクを着用し、電子ホイッ 

スルを使用する。 
 
 (４)レフェリージャージ 接触感染を防ぐため、各チームでジャージは用意し、連盟では 

貸し出さない。また、ヘルメット、レフェリー用レガードも同

様 
貸し出さない。 

 
 (５)唾吐き      リンク内外での唾吐きは即ゲームアウトとする。 
 
(６)オフィシャル人数  今回特例として、ゴールジャッジは配置せず試合を行う。それ



により、オフィシャル参加人数は最小６名とする。 
 
 
 (７)消毒の徹底     試合前の手指の消毒、使用したオフィシャル道具は、用意した

除菌スプレーにより徹底的に消毒すること。 
          
 (８)感染者の発生    コロナウィルス感染者が発生した時は、状況を鑑み、試合中が 

濃厚接触が疑われるときは、リーグを中断することも有る。 
 
 (９)体調管理の徹底  チームのメンバーの体調管理を徹底し、少しでも体調不良を感じ 

るものは、試合出場をさせないようチーム内で責任をもって管理

す 
ること。また、江戸川リンクでは、出場選手のメンバーのリスト 
及び、体調管理表を提出する門ものとする。 
 

 (１０)コロナ     全チーム全プレーヤーが、一人でも試合において感染者を出せ

ば、リーグ戦が出来なくなることを強く認識し、絶対にクラスタ

ーを発生させないよう、皆さんの努力と協力のもとにリーグ戦を

行うことを意識して下さい。 
 
 

以上 
 


